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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　令和元年 7月号・目次

　今月の表紙は、「JT の
森 中辺路」の森林保全活
動です。育成しようとす
る樹木以外の木を切り除
く、除伐作業をしている
様子を撮影しました。

森林の存在

森林が持つ8つの機能

森
林
と
は
？

　

森
林
に
は
人
工
林
と
天
然
林
が
あ
り

ま
す
。
人
工
林
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て

植
え
育
て
ら
れ
て
お
り
、
市
の
ほ
と
ん

ど
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
、
こ
れ
ら
は
、

冬
に
な
っ
て
も
落
葉
す
る
こ
と
な
く
一

年
中
緑
色
で
す
。

　
天
然
林
は
、
主
と
し
て
自
然
の
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
紅
葉
し
た

り
、
冬
に
は
落
葉
し
た
り
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

地球環境保全機能

二酸化炭素の吸収に
より、地球温暖化を

緩和する。水源涵
かん
養機能

雨水を蓄え、流れる
水量を調節し、雨水
が土壌を通り水を
浄化する。

土砂災害防止
・土壌保全機能

樹木が根を張り巡ら
せることで土砂の
崩壊を防ぐ。

生物多様性
保全機能

動植物の住みかとな
り、種や生態系を保

全する。

快適環境形成機能

気候を緩和し、防風
や防音等の効果によ
り快適な環境を
形成する。

保健・レク
リエーション機能

森林浴・登山・スポー
ツなどの場で安らぎ
や癒しをもたら

す。

文化機能

世界遺産「紀伊山地
の霊場と参詣道」な
ど行楽・芸術として
感動を与える。

物資生産機能

　
市
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
森
林
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
森
林
。

　
そ
ん
な
森
林
に
は
、
環
境
保
全
や
土
砂

災
害
防
止
な
ど
多
く
の
役
割
が
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
森
林
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
し
く
で
き
た
、

森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

☆
山
村
林
業
課 

山
村
振
興
係

☆
０
７
３
９
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４
８
）
０
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０
３

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

sanson/

森
林
の
状
況

　

日
本
は
森
林
率
（
地
域
面
積
に
お

け
る
森
林
面
積
の
割
合
）
が
世
界
第

3
位
の
森
林
国
で
す
。
国
土
面
積
が

37
万
７
９
０
０
㎢
の
う
ち
、
森
林
の
面

積
は
25
万
５
０
０
㎢
あ
り
、
森
林
率
は

67
％
で
す
。

　
そ
し
て
市
は
、
市
域
面
積
が
１
０
２
７

㎢
の
う
ち
、
森
林
の
面
積
は
９
０
８
㎢
あ

り
、
森
林
率
は
88
％
も
占
め
て
い
ま
す
。

木材をはじめ、きの
こ・山菜・竹など
様々な資源を生産

する。

森林以外
11%

人工林
55%

国有林
7%

天然林
26%

その他
1%

▲市の森林の状況

市域面積
1,027㎢

山
づ
く
り
は

　
ま
ち
づ
く
り

特
集 02 目次・特集「山づくりはまちづくり」

08 水害・土砂災害の防災情報が変わります！

10 トップニュース
「みんなで選挙」参議院議員通常選挙が執行され
ます／後期高齢者医療保険料のお知らせ　ほか

20 情報ボックス
「おやこの食育教室」の参加者を募集します
／きれいで豊かな水環境保全のために　ほか

28 相談日程等

30 みんなの広場

34 みんなの彩時記
駅前に新たな縁が生まれる場所として／梅の魅
力を再発見！中学生が梅農業体験　ほか

山づくりは
　まちづくり

特
集
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龍神村森林組合
眞砂 佳明 組合長

林業とは

森
林
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
問
題
と
課
題

　

森
林
は
市
内
面
積
の
大
部
分

を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に

森
林
が
持
つ
役
割
は
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
次

の
よ
う
に
森
林
を
取
り
巻
く
環

境
で
は
多
く
の
問
題
と
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

◇
木
材
価
格
の
低
迷

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

に
、
建
築
用
材
と
し
て
木
材
の

需
要
が
急
速
に
増
え
、
需
要
の

増
加
に
応
じ
て
木
材
価
格
も
急

騰
し
ま
し
た
。
高
ま
る
木
材
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
木
材
輸

入
の
自
由
化
が
開
始
さ
れ
、
安

価
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
外
国
産
材
が
増
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
影
響
に
よ
り
、
国
産
材

の
需
要
は
次
第
に
低
下
し
、
木

材
価
格
も
昭
和
55
年
を
境
に
下

落
し
て
い
き
、
今
で
は
ピ
ー
ク

時
の
4
分
の
１
程
度
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
森
林
所
有
者
の
関
心
の
低
下

　

木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
所
有
者
の
森
林
に
対
す
る

関
心
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
相
続
な
ど
に
よ
り
山
林
を

取
得
し
た
も
の
の
、
場
所
自
体

分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
多

い
で
す
。

◇
所
有
者
不
明
森
林
の
増
加

　

森
林
所
有
者（
登
記
名
義
人
）

が
死
亡
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
登
記
さ
れ
な
い
土
地
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
森
林
管

理
の
集
約
化
や
境
界
の
明
確
化

の
弊
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
在
村
森
林
所
有
者
の
増
加

　

森
林
の
相
続
や
関
心
の
低
下

に
よ
り
、
森
林
所
有
者
が
市
内

に
居
住
し
て
い
な
い
森
林
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

◇
担
い
手
の
減
少

　

日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
林
業
の

担
い
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

◇
獣
害
被
害
の
増
加

　

植
え
た
ば
か
り
の
新
し
い
苗

木
は
柔
ら
か
い
た
め
、
せ
っ
か

く
山
に
植
え
て
も
鹿
な
ど
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う
被
害
が
増
加

し
て
お
り
、
伐
採
後
の
森
づ
く

り
の
弊
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森林経営管理制度

～森林経営管理制度の概要～
これまでは森林所有者が自ら管理又は林業経営者
に委託して、山の経営管理を実施してきました。

（Ｆさん）

　植栽した苗木の
育成を妨げる雑草
などを刈り払う作
業で、春から夏の
間に行う。

　樹木の混み具合に応
じて、密度を調整する
ために間引きする作業。

　利用可能な状態まで
成長した樹木を伐採す
る作業。（収穫）

　山に苗木を植栽
する作業で、根の活
着が良いとされる
春・秋に行うのが一
般的。

除伐

森
林
管
理
を
手
助
け
し
ま
す
！

　

経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

森
林
を
適
切
に
整
備
し
、
林
業
の

活
性
化
と
森
林
の
公
益
的
機
能
の

発
揮
の
両
立
を
め
ざ
す
た
め
、
森

林
経
営
管
理
法
が
今
年
の
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
森
林
所
有
者

に
森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
、
市
町
村
が
そ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
営
管
理
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
又
は
し
な
い
場
合
に

は
、
市
町
村
が
代
わ
り
に
経
営
管

理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
森
林
所
有
者
の
意
向
に
応
じ

て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森

林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な

ぐ
も
の
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
森

林
経
営
管
理
制
度
と
い
い
ま
す
。

　節のないまっすぐな材を生
産するため、樹木の成長過程
において下方の不要な枝を切
り落とす作業。

　苗木が雑草よりも大きく
成長し、下刈りの必要がな
くなった後、巻き付いたつ
るや、覆い被さった樹木を
刈り払う作業。

　伐採後に取り残された木の根や枝など
を整理して新たな苗を植栽できるように
土地を整理する作業。

間伐

枝打ち

地ごしらえ

植林

伐採

下刈り

林業の流れ

更新

保育生産

※林業の流れの概要を記載していま
すが、他にも様々な作業があります。

森林管理につい
て

お話を伺いまし
た

森林所有者にお話を伺いました

　田辺市は全国と比較すると、良く管理
されている方だと思いますが、相続がき
ちんとされていないなどの理由で、管理
されていない山の数はだんだん増えてい
ます。
　この新しい制度は、今まで山に関心が
ない、持っているがどうすれば良いか分

からないなどお
困りの方は、是非
ご活用いただけ
ればと思います。
森林組合として
も、そういった山
が災害時などに
大きなダメージ
を受けないよう
に管理を心掛け
ていきたいです。

　森林の土地は相続で譲り受け
ましたが、特に今まで管理など
はしていなかったです。管理が
行き届いていないと、例えば、
台風で木が倒れたり、土砂崩れ
になったり、他の方に被害が出
ることが心配です。そう
いったことを未然に防
ぐためにも、この新し
い制度で管理をしても
らえるので、とてもあ
りがたいですね。

田辺市

意欲と能力のある林
業経営者へ再委託

②経営管理
を委託

田辺市が自ら管理

森林所有者

③林業経営に
適した森林

④林業経営に
適さない森林

①意向を
確認

新たな制度を追加

注
意
！　

◇
森
林
や
土
地
の
所
有
権
を
市
や

林
業
経
営
者
に
移
転
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
市
で
は
、
様
々
な
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
、
委
託
を
お
受
け
す
る

か
判
断
し
ま
す
。
必
ず
し
も
希
望

を
お
受
け
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

山づくりは
　まちづくり

特
集
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Bokumoku の皆さん（左から、
山林敏巳さん、竹林陽子さん、
竹林徹さん、榎本将明さん、
中川雅也さん、岩見桂道さん）

森林の経営管理に関する意向調査にご協力ください

①計画作成
調査を実施する地区を選
定し、登記簿や林地台帳
等を基に調査対象地区の

森林所有者等を調べ
ます。

②調査実施
森林所有者等を対象

に、森林の経営管理に関
する意向調査を行います。

③調査結果
のとりまとめ 　

調査結果を林地台帳等に
反映し、周辺の状況等を踏
まえ、今後の森林の適切
な経営管理の方法を所有

者と相談しながら決
定します。

　森林経営管理制度の実施に当たり、森林の経営管理の状況や所有者の意向を把握するため、まずは、森
林所有者等を対象に森林の経営管理に関する意向の調査を実施します。

　市は、広大な森林面積を有するため、一度に全域を調査することができません。そのため、
地区ごとに調査をする順番を決めて行いますので、地域によって調査時期が異なります。

森林との共存へ

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
っ
て
期
待

で
き
る
効
果

　

地
域
で
は
、
放
置
さ
れ
て
い
た
森
林

の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
木
材
の
安
定

供
給
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
防
止
な
ど
地
域

住
民
の
安
全・安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
は
、
市
町
村
が
介
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
期
的
に
安
心
し

て
森
林
の
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

山
の
価
値
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

　
本
市
は
、
全
国
的
に
み
て
も
突

出
し
て
高
い
森
林
面
積
を
持
つ
ま

ち
で
す
。
２
つ
の
世
界
遺
産
が
あ

る
よ
う
に
、
市
の
山
は
貴
重
な
資

源
で
あ
り
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
に

関
係
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
森
林
の
管
理
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
一
方
、
所
有
者
の
負
担
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
、
も
ど
か
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
制
度
が

出
来
た
こ
と
で
、
ご
自
身
で
管
理

が
で
き
な
い
方
に
は
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
山
を
所
有
し
て
い
な
い
方

も
、
森
林
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
山
の
恵
み

に
感
謝
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
山
の
保
全
や
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
市
の

森
林
を
未
来
に
つ
な
げ
る
第
一
歩

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　皆さんは『あかね材』という木材をご存じで
しょうか？
　あかね材とは、スギノアカネトラカミキリと
言う虫による食害を受けた木材のことです。こ
の虫は、枯れ枝からスギやヒノキに侵入します。
近年、枝打ちや間伐などの管理がされていない
山が増えたことにより、あかね材の増加が問題
になっています。あかね材は、強度や安全性に
は問題がないことが林業試験場の検査で証明さ
れています。しかし、見た目が悪いということ
で、今まで中々利用が進みませんでした。
　現在、そうしたあかね材を商品として売り出
している活動があります。その活動に取り組ん
でいるのが、育林業・製材業・木工職人・一級
建築士・家具販売業・グラフィックデザイナー
の 6 名が集まったチームの「B

ぼ く も く
okuMoku」です。

BokuMoku は、あかね材の虫食い痕もありのま
まデザインの一部として取り入れ、売り出すこと
にしました。活動当初は消極的な意見もあった

そうですが、最近では林野庁の『Forest Good 
2018　間伐・間伐材利用コンクール』で特別賞
を受賞するなど、その取組への風向きが変わっ
てきたそうです。また、森林ツアーを企画すると、
参加者は自然に触れることができて喜んでくれ、
中には何度も参加する方も。メンバーの竹林陽
子さんは「きっかけがないだけで、自然にふれ
たいという気持ち
の方はたくさんい
ます。そうしたきっ
かけを作って山を
身近に感じていた
だき、森林環境を
良くするためには
どうしたらいいか
考える方が、一人
でも多く増えれば
いいですね」と話
してくれました。

森
林
整
備
の
必
要
性

　

人
工
的
に
植
え
た
人
工
林
は
、
人
の

手
に
よ
っ
て
手
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
林
野
庁
の
調
査
で

は
、
人
工
林
の
８
割
が
手
入
れ
不
足
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
森
林
が

有
す
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、森
林
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【写真右上】手入れをしてい
ない森林は、木々が成長を阻
害し合い、太くならずに細い
まま伸びます。林内は暗く、
下層植生が発達しないため、
根が深くまで伸びず、表土は
崩れやすくなります。
【写真左上】十分に手入れを
した森林は、木々の成長する
スペースが確保されているた
め、十分成長できます。光が
差し込み、下層植生が発達す
るため、根が深く、災害に強
い森となります。

環境のためにあかね材も有効活用♪

市内の地域森林計画対象民有林
〇地域森林計画…都道府県知事がたてる
地域の特性に応じた森林整備・保全に関
する計画
〇民有林…国有林以外の森林

調査の対象
となる森林

調査の進め方

　調査は、市又は市から委託を受けた者が実施します。アンケート調査票を森林所有者等
に送付しますので、ご自宅に通知が届いた方は、ご協力よろしくお願いします。なお、必
ず森林所有者等本人の方が記入してください。

調査方法

調査時期

山村林業課
山村振興係
玉置 晋也

山づくりは
　まちづくり

特
集


